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1.体 積計 による体積の測定の精度 お よび条件が明 らかにな ったので、測定
した密度 に よる選抜 が体の構成の改良 に効果があ るか否かを検討す るために、
生体密度の遺伝率 を、分散分析法 と親子 回帰法によ り推定 した。ハムスター
は、3集 団 について推定 したが、線型 モデル に含 まれる主効果 の種類 や数 に
よ って、遺伝 率が0.2～0.8の範囲にぱ らついた(表 一1)。 マ ウスは、1
集 団についてだけであ るが、測定個体数 が多 く離乳前後 の母数効果も小 さか
った。その結 果生体密 度の遺伝率は0.1～0.3と低いが、推定範囲が集中 しか
な り信頼 で きる推定 値 となった(表 一2)。
2.化 学 的体構成の遺伝率 お よび密度 との遺伝相関は、分散分析法に より推
定 した。脂肪 割合の遺伝率 は、ハムス ターが0.43～0.52、マウスは0.39
と、ハムス ターのほ うがやや高いがほぼ同 じ推定値であった。脂肪割合 と生
体 密度の遺 伝相関は、ハムス ターは 一〇.51～一〇.97と、推定範囲が大 きか っ
た。マウスでは、表 型相 関が 一〇.6と低 かったにもかかわ らず、遺 伝相関 は
一〇.71と高 い値が推 定 された。
3.生 体密度の選抜 による脂 肪割 合の間接選抜反応は、CRF=1・hD・ ・
hF・rGD.F・σF,の式に1.と2.で 推定 したパ ラメー ターを代入 して予
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測 しだ(図 一3)。 その結果 、ハムス ターにおいて、最高で1世 代当 り1.5
～3%の 脂肪割合 の変化 が、最低 で1世 代 当 り0.5%～1%が 期待で きると
予想 された。 しか し、ハムス ターの離乳頭数 が4頭 で、密度 と体脂肪の遺伝
相関がマウ スと同 じ,一〇.7であれば、1世 代 当 りの脂肪割合の変化 は、マウ







1.マ ウス を用いて生体密度 の大方向(H)と 小方向(L)に つ いてそれぞ
れ2区 を置 く2反 復 ずつの個体選抜 を行 った。基礎 集団は、交雑系であるに
Rマウス雄500頭、雌504頭か ら成 り、交配は毎世代8週 齢で、雄13頭、雌26頭
で行 い、産子 は8頭 に制限 した。そ して、3世 代 まで選抜 した。 この選抜法
によれば、基礎集 団か らの選抜 は選抜 強度 が雄 は2.4、雌 がL8と非常に高 く
な った。1世 代 目で は、H系 とL系 の問で有意差 は認 められなかったが、2
世代 目か ら有意差 がみ られ、3世 代 目には、雄 はH系1.078、L系LO69、雌
はH系1.084、L系1.073とな り、 さ』らに差が開いだ(図 一4)。H-L系 統
問分散 は、系統内反 復問の分散 に比 べ、非常 に大 きく選抜 の効果が明確にな
った。 また、密度選抜 の実現遺 伝率 は、H系 、L系 ともに0。12～0.簸 で
非 常に近 い値 とな った。 また、雄 の実現遺伝率は5%水 準 で、雌は1%水 準
で有意 とな り、ほぼ 一致 した傾 とな っだ(表 一3)。
2.生 体密度 の相 関反応 として、増体速度 はL系 が、H系 よりやや大 き くな
った。また、繁殖形 質 について は、母 親の泌乳能力を反映 す る離:乳時体重は、
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H1 H2 L1 L2
8週 齢体 重(9)37.3
精 巣上 体 重 量(田g)691±354
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図 一5代 謝 エ ネ ル ギ ー に よ る 飼 料.の ヱ ネ ル ギ ー 転 換 効 率 の
系 統 間 比 較
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細に調べ,.生体密度の選抜に よる体脂肪割合の変化を比斡 した。その結果,マ ウスを用いた選抜
の方が確実な結果が得られると結論 した。
そして,マ ウスを用いて生体密度の大方向(H)と 小方向(:L)へ,それぞれ2区 を置 く2反
復ずっの選抜を実施 した。基礎集団は,ICRの マウス雄500頭雌504頭で,雄30g雌20gに到達
したときに密度を測定 して個体選抜を行なった。以後 も同様に行ない各区雄13頭,雌26頭とし8
週齢で交配 した。産子は8頭 に制限 している。3世 代まで選抜 したが,2世 代 目からヨと:L系間
に有意差がみられるようにな り,3世代目ではさらにその差が開き,H系1,084,:L系1,073の密
度のものとなった。
生体密度に よる選抜効果が明瞭になったので,H系 とL系間でマウスの化学的体構成を比較 し
た。3世 代 目では高密度のH系 は低密度のL系 より体脂肪割合が3%少 なく水分割合で2%,蛋
白質割合が1%高 くなってお り,選抜の予測とほぼ一致 した。なお,著者は両系統の脂肪細胞数
や脂肪の大きさならびに飼料のエネルギーの転換効率を比較 して,両系統の差を明らかにしてい
る。
体重 と体積を測定することによって求めた密度による選抜実験によって,マ ウスの体脂肪割合
を変化 させることを,初 めて明らかにした著者の研究は,今後の家畜育種に有効な手段を示唆し
たことになる。よって,審査員一同は著者に農学博士の学位を授与するのが適当と判定した。
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